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令和４年度 ９月定例教育委員会会議録（要点筆記） 

 

日    時：令和４年９月２６日（月）１０時００分～１２時００分 

場    所：基山町庁舎２階 ２０１会議室 

教育委員：出席（３人）：田口委員、福永委員、天野委員 

：欠席（１人）：津川委員 

教育長 ：柴田教育長 

事務局 ：今泉課長、寺﨑係長、音成指導主事、水田指導主事 

傍聴者 ：なし  

 

 

１．開 会 

 

２．教育長報告 

1.はじめに 

・９月 21 日～22 日若基小学校の６年生が長崎への修学旅行、９月 14 日～15 日基山中学校３年生

が広島方面への修学旅行を実施した。コロナ禍でもあったため中学校は、日数を短縮して１泊２

日での実施となった。修学旅行期間中、旅行先の広島は猛暑であったとのことだったが、アクシ

デントなども特になく無事に帰ってきた。基山小学校６年生は、11月に長崎へ修学旅行に行く予

定である。 

・１期３年目をこの９月で終えることとなる。９月議会で２期目の合意を議員の皆様からいただい

た。この３年間で特認校制度、不登校支援のための教育支援センター「まいるーむ」のスタート

等に取り組んできたが、まだ課題も多い。今後、新しい施策等も行って、学校規模の適正化を含

め教育行政の充実を図りたい。また、文化財行政も基肄城保存整備計画の中で災害復旧を行って

いるが、今後は基肄城の魅力を高めるためにも、計画にしたがって整備を進めいきたい。 

 

 

【報告事項】 

２．県・市町教育長意見交換会報告 

（１）地区別 8月 2日 

 ①中学校運動部活動の地域移行について（佐賀市） 

 ②教員不足について（鳥栖市） 

 ③市町の教育支援センターへの県からの支援について（基山町） 

 ④特別支援学級、通級指導教室について（県特別支援室） 

 ⑤県立学校における早出遅出勤務の試行実施（県教職員課） 

 

（２）全体会 8月 31日 

 ①新型コロナウイルス感染症に係る対応について 

 ②県内中学生の県内高校への進学について 

 ③ＳＡＧＡ部活の推進について 

 

３．東部教育事務所管内教育長会報告   

（１）令和５年度人事異動に向けて 

・同一市町長期在勤解消 

・欠員数の地域間格差解消 

・地元配置新採の他地域への異動 

・人材確保（退職職員の再任用や講師任用、教員免許休眠、失効者の講師任用） 

・東部管内未配置数状況（R4.9.1 現在）小学校18 中学校 23 

・離島への異動希望者（中学校の社会、音楽、養護教諭） 
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（２）管理職選考等の推薦状況 

①校長・副校長  小中学校ともに前年度並み 

②今後の管理職選考等の予定 

 

（３）その他 

・新型コロナウイルス感染症に係る管内の状況 

・教育委員会佐賀県連絡協議会（県地連）11 月 11 日（金）オンライン開催 予定 

→11 月 16 日（水）東部管内教育長会 予定 

→11 月 18 日（金）東部管内校長・副校長・統括事務長研修会 予定 

 

４．９月町議会定例会一般質問 

（１）中村 絵理議員 基山町学校給食センターの管理運営等に係る課題について 

①夏場の給食センター内の室温対策はどのようにされているのか 

平成 21年 1月に基山町学校給食センターができるまで各学校の給食室には空調設備がなく、室温対             

策が難しい環境の中で調理作業等を行っていたが、現在はエアコンによって室温や湿度を調整できる

ようになっている。 

エアコンはデマンドコントローラーで使用電力を給食センターと基山小の事務室それぞれで管理し

ながら使用電力の削減に努め、電気使用量のピークをつくらない取組も行っている。今年度の１学期

は感染症対策で換気を徹底したことや暑さが厳しかったこと、また学級数の増加等による影響があっ

たためか給食センター事務室のエアコンや調理の火を一旦止めるなどの対応が必要だった。そのため

７月からはデマンドの上限値を見直した。 

今後も節電には努めつつ、子どもたちの学習環境や調理員の労働環境に影響が出ないように努めて

まいりたい。 

 

②給食センター従事者の人数及び雇用状態を示せ 

学校給食センターには、給食センター長１人がおり、教育学習課の教育総務係長が兼任している。

毎日、給食センターに出向き、検食などを含め業務に当たっている。会計年度職員の事務職員が１人、

正規調理員が５人おり、そのうち１人が再任用職員である。更に会計年度職員 12人が調理員として勤

務しているが、一日当たりでは約 8 人が勤務している。配送業務については委託で１人が配送業務に

当たっている。 

  会計年度職員については、３つのシフトに分けており、その日のメニューや調理工程等によって人

数を割り振るようにしている。県費の職員の栄養教諭１人を基山小学校に配置し、献立の作成や栄養

管理、衛生管理、物資管理等を行っている他、３校の学級担任等と連携して、食育に関する指導等を

行っている。 

 

③基山町学校給食センター運営委員会での構成員及び審議事項の内容を示せ 

 学校給食運営委員会の構成員としては教育学習課長、給食センター長、各小中学校の校長、ＰＴＡ

会長、食生活改善協議会の会長、栄養士でもある栄養教諭となっている。 

審議内容としては、学校給食全般にわたっており、例えば給食費に関すること、給食回数、献立委 

員会の報告等となっている。その他、食物アレルギー対応の状況や異物混入防止、給食のメニューに

関することや残食の量、衛生管理に関することなどについて協議を行っている。 

 

④学校給食法に定める目標達成のために、本町が行っている取組を示せ 

   まずは、児童生徒の健康増進等の観点から安全、安心でおいしい給食の提供に努めている。それに

加え、食育の推進が重要となっているため、各学校で「食に関する指導の全体計画」を年度当初に作

成している。教科や総合的な学習の時間の授業などに関連付けて、食育の推進を図っている。例えば、

家庭科、保健体育などの授業では、学校給食の献立を活用しながら、食事の重要性や栄養バランスの

良い食事の摂り方を指導したり、総合的な学習の時間を使って、勤労生産など栽培活動を取り入れた
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り、基山の特産であるお茶を使った抹茶蒸しパン、マコモダケ、アスパラ、柿を使ったメニューを提

供するなどして地元の農業や食文化を伝えたりする取組なども行っている。 

 ※今後の対応 

 ・太陽光パネルによる発電がうまくできていない可能性が大、現在売電が０円 

 ⇒ パワーコンディショナーの点検、修理、交換などの対応 

 ・給食試食会を地域の方に広げられないか 

  ⇒ 今年度、新１年生保護者対象にして実施したが、参加が４組であったため、対象を拡大できな

いか検討する 

 ・アレルギー対応 

  ⇒ ヒヤリハット事案もあったため、学校に対して６月１日に文書を発出した。今後もミスがない

ように努める。 

 ・労働環境の改善へ向けて 

  ⇒ 教育委員会からセンターへ出向きヒアリング等を実施する。 

 

（２）松石信男議員 学校給食費の無償化について 

①学校給食の目的や役割とは何か 

  学校給食の目的は、児童及び生徒の心身の健全な発達に資し､学校給食の普及充実及び学校におけ

る食育の推進を図ることである。 

給食は肥満や朝食欠食といった子どもの食生活を改善するためだけではなく給食を通して、食に

対する「正しい知識」と「望ましい食習慣」を身につけさせる役割を担っている。 

各学級の担任が栄養教諭とも連携しながら、各学校で給食を教材とした食育に積極的に取り組む

こととしている。 

 

②学校給食の無償化は、基山町にとっても避けて通れない課題ではないのか 

  学校給食費については、学校給食法において給食で使う食材に係る費用は受益者負担とされてい

る。町では、生活困窮家庭の児童生徒には生活保護や就学援助などの助成制度により、給食費につ

いても全額補助を行っている。今後、給食費の無償化については、子育て支援策の中で必要な施策

の優先順位について町の財政状況を考慮の上、精査、検討を行う。 

  ⇒今年度は食材費の２パーセントを補助するように予算化している。 

 

③吉野ヶ里町は一部補助を行っている（第２子は半額、第３子以降は無料）。また、神埼市の小学校６

年生、中学校３年生を無料としている。これを参考にした場合の試算額はいくらか 

  吉野ヶ里町では18歳未満の子どもがいる家庭の小中学校の第２子、第３子に一部助成を行ってい 

 るが、本町における対象者の数は、把握していない。そこで、小中学校に複数人お子さんをお持ち

の家庭で第２子以降を無料にした場合で試算すると年間で約 1,320 万円、もし半額の補助を行うと

約 660万円が必要となる。吉野ヶ里町と同様の条件で行う場合は、これ以上の金額になってくる。 
   また、神埼市のように小学校６年生、中学校３年生を無料とした場合はそれぞれ約 690 万円と約

800万円となり、合計で約 1,490万円となる。 
 

５．小中学校等の現況報告 

（１）学校関係（指導主事より） 

・基山小学校 ９月５日 授業参観 

９月１２日 特別支援エリアリーダー訪問 

       ・放課後のお迎えが運動場内に車両が進入しているが、児童の安全確保のためポー

ルを立てて侵入しないようにしている。 

 

・若基小学校 ９月１５日 中庭人工芝化セレモニー開催 

       ９月２１日～２２日 修学旅行 

       ９月２９日 授業参観、オープンスクール 
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・基山中学校 2 学期始まってすぐに期末テストがあった。１０月４日に通知表渡し。 

９月１４日～１５日 ３年生 広島方面への修学旅行 

９月１４日～１５日 １年生 宿泊研修 

９月１４日～１６日 ２年生 職場体験 

 

陸上部 ジュニアオリンピック 女子棒高跳び １名参加予定 

 

・３校共通  ８月２５日 始業式・２学期になって、若基小学校で２年・６年が学年閉鎖したが、 

      現在は、落ち着いている。 

      ・図書館蔵書システム稼働開始 

      ・来年度、新小１年生の特別支援学級への通学の検討が行われており、基山小学校・

若基小学校を見学している。 

 

（２）教育支援センター（まいるーむ）について 

     ・毎日１～４人の利用があっている。お菓子作りを月１回実施している。 

・学校の支援学級の加配教員も見学に来て、声掛けを行っている。 

・保護者面談も実施していきたい。 

 

６．その他 

・8 月 11 日～8 月 15 日で学校閉庁を実施。 

  佐賀県内又は東部管内で、ある程度学校閉庁の期間を統一させる必要があるのではないか。 

特に、中学校では学校閉庁の期間に部活動も中止としている市町もあれば部活動を許可している市 

町もあり、対応が割れている。教育長会等で連携を図っていきたい。 

 

【議案審議】 

・第１３号議案 準要保護児童・生徒の追加認定 

  ⇒議案書により説明 

  ⇒認定 ２件、否認定 ０件 

 

報告及び協議事項 

１．PTA 

 ・８月１０日に第１回意見交換会を終えて結論が出たわけではなかった。 

 ・脱退するには、保険、会費、規約等でクリアすべき課題は多いのが現状 

⇒このタイミングで地区PTAからの脱退の判断には疑問が残る。 

 ・各単 Pの規約や組織の見直しだけでも相当な時間と労力を必要とする。 

 ・基山中と若基小でも基山小と同様に教職員アンケートを実施して、きちんと教職員(T)の意見もとり

入れてもらうことが必要ではないか。 

 ・地域、学校、保護者が一体となって地域で学校を運営していく時代に PTA 組織を弱体化させること

が、いいことか。 

 ・脱退理由 ・今の体制で次の会長を探すのが大変だから ・今の体制を変えたいから 

       ・会費の削減    ・無駄を省きたい  ・上位組織に残るメリットがない 

       ・動員が大変だから       ・次の地区Ｐ担当者が見つからないから 

       ・外の活動を減らしたい。 

 ・PTA組織の学校における役割は大事なので、これは危機感をもってとらえるべき問題である。 

 ・教育委員会も学校運営に加担しているので、この件について必要なことは言っていくことが必要。 

 ・学校・保護者・教育委員会の話し合いを十分行って相互理解と、役割分担を明確にするために、 

  時期早々に結論を出さないで、今まで役割を担っていたものが、今後、誰がどのように担っていく

のかを考えていく必要がある。全国組織に加入して PTA 活動をやっていくことのデメリットばかり

に目が向いて、地域・学校における PTA の役割が見えなくなってきているので、再度、地域・学校
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における PTA組織の役割を見直す時期にきている。 

 ・役員になっていただける方がなかなか見つからない中、活動を続けている状況はよくわかる。そこ

に今回の地区 PTA脱退問題起因しているのではないか。 

 ・アンケートの取り方によって、結果は異なるのでアンケート項目や内容は、実施の前にきちんと目

を学校も通してもらいたい。 

 ・PTA安全互助会の保険が今のように加入できるか調べる必要があり、簡単に脱退は難しいのではない

か。 

 

２．来年度へ向けての教室配置等 

（１）基山小学校 

  ・今年度、職員室の間仕切りの修繕で、職員室の拡張ができた。 

 ・基山小学校は、来年度の特別支援学級数と新１年生の学級数から来年度、教室が不足する可能性

あり。配置をどうするかを早めに検討。 

 

（２）基山中学校 

  ・技術室が老朽化しており、エアコン・水道が無い状態が 20年以上続いている。 

  ・教室数に余裕はあるので、教室棟のどこかに移動できないか。  

  ・中学校は継続して技術棟を使用したいとの意向。１階が木工室、２階は金工室だが、現在、２階

の金工室で行っている講義形式の授業は、教室棟のパソコン室で行うことができると考える。 

  
３．教職員の働き方改革について 
（１）下校時刻を早めて放課後の会議、研:修、事務等を行う時間を生み出すための校時表の見直し 

  ・教職員の昼休憩時間を４５分から３０分に短縮して、校時を早め、児童生徒下校後に１５分の休

憩とする。中学校の朝の登校を８：０５→８：１５に変更して、小学校と同じ時間にすることで、

登校見守りの方の時間短縮に繋がる。教職員の働き方の変更になるので、職員団体との協議が必要

になってくる。アンケートを取ったりして方向性を決める。 

  ・教職員も、昼の休憩時間を委員会活動に使ったりして、働いている。本当に休憩するのは、児童・

生徒が下校した後になっている。 

  ・保護者としては、子どもの下校時刻に併せて働いていらっしゃる方もいる。 

 

（２）夏季休業中の学校閉庁期間について 

  ・8月 10日(水)～15日(月) 東部教育事務所管内の市町の状況をみて、今後、検討。 

  ※閉庁期間は、部活動についても休止。 

 

（３）勤務時間外の電話対応について 

 ・留守番機能は導入せずに設定時刻以降は、自動アナウンスに切り替え 

  

（４）１学期始業式について 

  これまで４月６日 ⇒ 令和５年度 ４月７日に実施する自治体が急増。 

  ・年度当初の学級事務等が煩雑 

（時間割作成、名簿作成、教科書準備、配布物作成、食物アレルギー対応、生徒指導等引き継ぎ、 

 各種提出物の提出、教材研究、教室環境整備等があり、多くの教員が土日勤務を行っている） 

 

４．GIGA スクール端末の持ち帰りについて 

（１）令和３年度から現在までの基本方針 

  ・学校の中での活用（朝の時間、授業中での活用） 

  ・長期休業中の持ち帰り 

  ・課題 宿題が紙ベース、長期休業中の持ち帰りの際、充電ケーブルの抜き差しが面倒。 
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（２）今後のもう一つの在り方 

  ・持ち帰りを原則し、宿題もデジタル教材に取り組ませる。 

  ・充電は家庭で行うことを基本とする。 

 

（３）持ち帰りを原則とした場合の課題 

  ・毎日の運搬によって、破損リスク確実に高まる 

・雨の日、雪の日、猛暑の日などを含め、大変ではないか） 

・家庭内で端末を安全に確保できない環境の家庭もあり、破損リスクが高まる。 

  ・端末の管理（情報モラル教育の充実、フィルタリングソフトの導入等が必要） 

  ・Wi-Fi 環境がない家庭に１年間、無料で sim カードを提供することが妥当か。 

  ・課金問題、SNS 等オンライントラブルに巻き込まれる可能性が高まる。 

  ・児童生徒間でチャットや掲示版等への書き込みなどでトラブルが発生する可能性あり。 

  ・タブレットを持ちかえるとなると教科書等はできるだけ置いて帰る必要あり。重量がある。 

  ・充電を家で行って来ないで、学校内で授業中にバッテリー切れを起こす児童生徒が増加する。 

  ・タブレットを忘れてきた児童生徒に対して、予備機を貸し出す必要がある。 

  ・使用時間が増えて、健康被害を受ける可能性が高まる。 

 

（４）来年度の基本方針 

  ・来年度から持ち帰りを基本とすることは、まだ早いのではないか。 

  ・校内において、朝の時間や授業中の活用をさらに高める取組が必要。 

  ・平日、持ち帰っても、そんなに時間がないのでは。 

  ・中学生は、職場体験の時、持ち帰ってレポートを出したりした。 

  ・充電が半日程かかる。 

 

５．入学式について 

・HPに 11月下旬までには公表、広報きやまには例年 1月 15日号に掲載 

 ・過去３年間 

 中学校入学式 令和 4年 4月 11日(月)、令和 3年 4月 9日(金)、令和 2年 4月 9日(木) 

 小学校入学式 令和 4年 4月 12日(火)、令和 3年 4月 12日(月)、令和 2年 4月 10日(金) 

  ※来年度(案) 中学校 4月 10日(月)、小学校4月 11日(火) 

4月 7日(金)を始業式とした場合は、土日を挟み、すぐに入学式となる。 

 ・県立高等学校、中学校の日程が分かってから再度、定例教育委員会で協議を行う予定。 

 

６.学校給食のアレルギー対応について 

 ・ トレイの色の変更 

（うっかりミスをなくすため、見える化、より安全な方法に変更） 

 ・ アレルギー児童生徒のおかわりのルールについて確認（統一されていない状況）、次回献立委員会

で、確認して、統一する。 

  

７. その他 

基山町立小中学校の国葬への対応について 

（１）基山町立小中学校の国旗掲揚等の状況について 

・今年度から雨の日以外、３小中学校で国旗、町旗、校旗を掲揚。 

（他の市町立学校ではすでに 10年以上前から行われていたが、基山町３校においては伝統的に運動会

のときに掲揚するのみであった。） 

・半旗にする場合は、文部科学省、県の通知が文書で行われる場合のみに実施。（3.11など） 
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（２）安倍晋三元首相の国葬に関する関係機関からの指示等 

①文部科学省 

永岡桂子文部科学相 8月 30日の記者会見 

「自治体や教育委員会など関係機関に対する弔意表明の協力の 要望を行うことはない」 

②佐賀県（佐賀新聞より） 

佐賀県の山口祥義知事は７日、今月２７日に実施される安倍晋三元首相の国葬に関して、県職員

に黙とうや弔意の表明を求めない考えを示した。国葬当日は県庁旧館に半旗を掲げ弔意を示すとい

う。国葬への参列については「国の公式行事ということなので案内があれば出席し、弔意を表した

い」と述べた。 

③佐賀県教育委員会（佐賀新聞より） 

佐賀県教育委員会は１５日、安倍晋三元首相の国葬に関し、県内の教職員や児童生徒らに弔意表

明を求めない考えを明らかにした。県議会文教厚生常任委員会で落合裕二教育長が答弁した。 

   落合教育長は「現時点で国から国葬に関する通知などはあっていない」と説明。山口祥義知事が

７日の県議会一般質問で県職員に黙とうや弔意表明を求めず、半旗掲揚は本庁舎のみと答弁したこ

とを踏まえ、「県教委としては国葬に関し、教職員や児童生徒に弔意表明を求めることや、県立学校

へ半旗掲揚を求めることは考えていない」と述べた。井上祐輔議員（共産）の質問に答えた。 

④全国及び近隣市町の状況 

  ・全国各都道府県の状況 

    群馬県、長野県、愛知県、鹿児島県などでは、県教委が県立学校や市町村教委に弔旗や半旗の

掲揚、職員や児童生徒らの黙とうは求めないとしている。教育員会に正式に半旗等を要請してい

る自治体は現時点ではなし。 

・佐賀県の各市町 

学校で半旗を掲揚すると明確に示した市町教委はない。 

  

（３）今回の安倍晋三元首相の国葬に関する対応予定 

   文部科学省、県教育委員会から半旗とすることについての通知も行われない予定であることから、

特に半旗、黙とうなどの対応は行わない予定。 

 

８．通学にバス利用について 

（１）特認校制度利用者 

  ・全額補助を行う 

 

（２）特認校制度利用者以外の基準作成について 

  ・７区野口のルートができることで利用に関する問い合わせ等があっている状況。 

  ・今後、通知を出すなどの検討が必要。 

 

９．全国学力・学習状況調査の結果報告について 

    

10．ふるさと歴史のまち推進係報告 

    

11. 名義後援について   認定済４件 

 

12. ８月定例教育委員会会議録の承認について   ⇒修正あり 

 

13. 防犯パトロールカー巡回スケジュールについて  １０月２４日（月） 

 

14. 学校及び教育委員会関連行事（～10月 31 日まで） 
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（１）基山小学校 

 10月 4日（火）前期通知表渡し、委員会活動 

10月 6日（木）基山中学校新入生説明会 15時～ 

10月 22日（土）運動会(午前中開催)※１～５年生12：20下校、６年生 12：45下校 

10月 24日（月）代休 

10月 27日（木）５年生：演舞指導(体育：表現運動) 特別非常勤講師：福永真理子先生 

 

（２）若基小学校 

  9月 21日（水） 修学旅行 6年 1日目 

  9月 22日（木） 修学旅行 6年 2日目 修学旅行１～５年 

  9月 29日（木） 授業参観②1～3年③4～6年 ひまわり講座③6年 

10月 4日（火） 前期通知表渡し、委員会活動 

10月 6日（木） 基山中学校新入生説明会 15時～ 

10月 22日（土） 運動会(午前中開催)※１～５年生 12：20下校、６年生 12：45下校 

10月 24日（月） 代休 

 

（３）基山中学校 

  9月 14日（水）～15日（木）修学旅行（3年）、宿泊研修（１年） 

  9月 14日（水）～16日（金）職場体験学習（２年） 

  9月 28日（水） 生徒会長選挙・投票 

 10月  7日（金） 鳥栖地区中体連駅伝大会 

 10月 11日（火）～12日（水） SAGA テスト(3年)  学力診断テスト(1･2年) 

 10 月 14日（金） 学力向上公開授業（２年４組平野桃子教諭） 

 10月 29日（土） 文化発表会 

 

（４）教育委員会、その他 

  9月 22日（木） 議会最終日 討論・採決 定例記者会見 

 9月 26日（月） 定例教育委員会 

 9月 27日（火） ３校 PTAとの意見交換会 

10月 1日（土） 子ども議会 

10月 9日（日） 町民体育大会（中止） 

10月 28日（金） 県 ICT活用教育研修会、県市町教育長連合会秋季大会・研修会 

10月 30日（日） 歴史探訪自転車＆トレッキングツアー（基肄城コース） 

 

４．閉 会 
               次回 令和４年１０月２０日（木）９：３０～ ２０１会議室 


